
【事務事業シート】
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千円 決算額 千円

千円
最終現計

予算額
千円

６

年

度

要因分析

要因
県内に事業の対象となる検査を実施している医療機関がなく、実績が上がらなかったため、未達成となった。

総括

見直し方向性 維持

令和６年度は実績がないが、令和４年度から不妊治療や不育症検査が保険適用となり、治療や検査を受け

る人が増えている。また、現在不妊症・不育症治療が進んでおり、全国的にも不育症検査を実施する医療

機関は増加傾向にあるため、今後、県内や近隣県に実施医療機関ができることで、助成件数が増加すると

予想されることから、７年度の執行方法や８年度予算の見直しは想定していない。

決算額 278 千円 決算額 317 千円

当初

％

コ　ス　ト

最終現計

予算額
2,877 千円

最終現計

予算額
1,677 千円

最終現計

予算額

％ 達成率 ％ 達成率

決算額

ストック

/フロー
フロー 達成率 0 ％ 達成率

件 実績値 件

0

実績値 0実績値 0 件 実績値 0 件

事　項 不育症検査費用助成事業費 予算主管課 健康増進課

事　業

概　要
医療保険適用外の高額な不育症検査費を助成する。

始期 2004

終期

Ｋ  P  Ｉ

不育症検査費用助成件数

KPI種別 上がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度 R  7  年  度 R  8  年  度

R  4  年  度 目標値 10 件 目標値 10 件目標値 10 件 目標値 10 件

実績値 件

６

年

度

要因分析

要因
アンケートにより、大学生について100％、高校生について96％がライフデザインを描く知識を身につけることができたと

回答しており、KPIはほぼ達成していると捉えている。

総括
将来に不安を感じる若者は多く、若い世代へのライフデザインについて考える機会の提供等は重要であることから、令和７

年度からは「官民共創による若者のえひめライフ応援事業」として、６年度に作成した啓発冊子の活用や、講座の拡充な

ど、内容をより強化して事業を展開することとしている。

見直し方向性

最終現計

予算額
千円

決算額 千円 決算額 11,441 千円千円 決算額 千円 決算額

％

コ　ス　ト

最終現計

予算額
千円

最終現計

予算額
11,755 千円

最終現計

予算額

98 ％ 達成率 ％ 達成率
ストック

/フロー
フロー 達成率 ％ 達成率

千円

実績値 % 実績値 %

%

実績値 % 実績値 % 実績値 98 %

% 目標値 100 % 目標値 100R  4  年  度 目標値

令和６年度　　事後評価シート

当初
事　項 ライフデザイン支援事業費 予算主管課 子育て支援課

事　業

概　要

就職や結婚・出産といったライフイベントでの選択肢が多様化していることから、若年

層を中心に、主体的に選択できるための知識・手法等の提供により、将来に対する漠然

とした不安を解消し、キャリアやライフイベントの実現を後押しする。

始期 2024

% 目標値 100

終期 2024

Ｋ  P  Ｉ

ライフデザインを描く知識を身につけた参加者の割合

KPI種別 上がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度 R  7  年  度 R  8  年  度
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千円 決算額 千円

千円
最終現計

予算額
千円

６

年

度

要因分析

要因
出生数の減等により、当事業の支給対象施設が減少したことによるもの。

総括

見直し方向性 維持

６年度のKPIの実績はほぼ想定どおりの成果であり、出生数、分娩取扱件数が減少する中、安心して子ども

を産み育てることができる環境を維持する必要があるため、７年度の執行方法や８年度予算の見直しは想

定していない。

決算額 13,636 千円 決算額 12,383 千円

当初

％

コ　ス　ト

最終現計

予算額
19,437 千円

最終現計

予算額
18,043 千円

最終現計

予算額

％ 達成率 ％ 達成率

決算額

ストック

/フロー
フロー 達成率 112 ％ 達成率

人 実績値 人

96

実績値 48実績値 人 実績値 56 人

事　項 産科医等確保支援分娩手当補助金 予算主管課 健康増進課

事　業

概　要

産科医の処遇を改善しその確保を図るため、分娩手当等を支給する分娩取扱機関に対し

て補助する。

始期 2009

終期

Ｋ  P  Ｉ

産科・産婦人科常勤医師数

KPI種別 上がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度 R  7  年  度 R  8  年  度

R  4  年  度 目標値 50 人 目標値 50 人目標値 50 人 目標値 50 人

実績値 人

千円 決算額 千円

千円
最終現計

予算額
千円

６

年

度

要因分析

要因
動画による研修や検査後のわかりやすいPDFによる結果通知等により行動変容につながったものの、一部オンラインでの情

報提供等の限界もあり100％には及ばなかった。

総括
妊娠前検査の受診者に行ったアンケートによると、66.7％が生活習慣を改善すると回答するなど、行動変容に繋がる一定の

成果が得られた。７年度は、プレコンセプションケアの更なる認知度向上に向けて、企業の経営者等にプレコンセプション

ケアの目的や必要性を理解してもらい、企業での取組みを推進するため、企業に向けた普及啓発に注力することとしてい

る。

見直し方向性

決算額 千円 決算額 4,162 千円

当初

％

コ　ス　ト

最終現計

予算額
千円

最終現計

予算額
9,734 千円

最終現計

予算額

％ 達成率 ％ 達成率

決算額

ストック

/フロー
フロー 達成率 ％ 達成率

％ 実績値 ％

81.8

実績値 81.8実績値 ％ 実績値 ％

事　項 将来の妊娠に向けたヘルスケア促進事業費 予算主管課 健康増進課

事　業

概　要

誰もが妊娠・出産の希望を叶えることができるよう、モデル企業の若い男女が自身の生

活習慣を振り返り、不妊症につながるリスクを減らすための健康管理を促すとともに、

企業の経営者等に意識改革を促す。

始期 2024

終期 2024

Ｋ  P  Ｉ

モデル企業における本事業参加者の行動変容率

KPI種別 上がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度 R  7  年  度 R  8  年  度

R  4  年  度 目標値 0 ％ 目標値 0 ％目標値 100 ％ 目標値 100 ％

実績値 ％
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千円 決算額 千円

千円
最終現計

予算額
千円

６

年

度

要因分析

要因

総括

見直し方向性 維持

6年度のKPIの実績はほぼ想定どおりの成果が出ており、7年度以降も現状のニーズを踏まえると、KPIは目

標達成すると考えられることから、7年度の執行方法や8年度予算の見直しは想定していない。

決算額 93,067 千円 決算額 131,140 千円

当初

％

コ　ス　ト

最終現計

予算額
150,523 千円

最終現計

予算額
151,181 千円

最終現計

予算額

％ 達成率 ％ 達成率

決算額

ストック

/フロー
フロー 達成率 100 ％ 達成率

％ 実績値 ％

100

実績値 100実績値 100 ％ 実績値 100 ％

事　項 出産・子育て応援事業費 予算主管課 健康増進課

事　業

概　要

妊娠期から出産・子育てまで一貫して相談に応じ、必要な支援につなぐ伴走型相談支援

と経済的支援を一体として実施する市町に必要経費を補助する。

始期 2022

終期

Ｋ  P  Ｉ

出産・育児等の見通しを立てるための面談の実施率

KPI種別 上がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度 R  7  年  度 R  8  年  度

R  4  年  度 目標値 100 ％ 目標値 100 ％目標値 100 ％ 目標値 100 ％

実績値 ％

千円 決算額 千円

千円
最終現計

予算額
千円

６

年

度

要因分析

要因

総括

見直し方向性 維持

地域において妊娠・出産から新生児に至る高度専門的な医療体制を整備し、安心して子どもを産み育てる

ことができる環境を維持、推進する必要があるため、７年度の執行方法や８年度予算の見直しは想定して

いない。

決算額 33,220 千円 決算額 34,013 千円

当初

％

コ　ス　ト

最終現計

予算額
49,698 千円

最終現計

予算額
53,266 千円

最終現計

予算額

％ 達成率 ％ 達成率

決算額

ストック

/フロー
フロー 達成率 124.14 ％ 達成率

千分比 実績値 千分比

109.1

実績値 3.3実績値 4.2 千分比 実績値 2.9 千分比

事　項 周産期医療対策強化事業費 予算主管課 健康増進課

事　業

概　要

地域において妊娠、出産から新生児に至る高度専門的な医療体制を整備し、安心して子

どもを産み育てることができる環境づくりの推進を図るため、周産期母子医療センター

の運営等に要する経費の一部を補助する。

始期 2016

終期

Ｋ  P  Ｉ

周産期死亡率

KPI種別 下がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度 R  7  年  度 R  8  年  度

R  4  年  度 目標値 3.6 千分比 目標値 3.6 千分比目標値 3.6 千分比 目標値 3.6 千分比

実績値 千分比


